
食品に関するリスクコミュニケーション（岡山） －もっと知りたい食品添加物－ 

 

 皆さんはこれまで、食品に関するフォーラムや意見交換会などのリスクコミュニケーションに参加されたことは

ありますか？これまでのリスクコミュニケーションでは、自分以外の参加者がどんなことを考え、どう感じている

のかわからない状況のまま会が終わってしまったということはありませんでしたか？壇上の話に聞き入るだけだ

ったり、質問したいと思っても場違いかなと感じ、挙手できなかったり・・・一方通行のコミュニケーションになり

がちでした。このリスクコミュニケーションでは、少し変わったスタイルを取り入れ、参加者の積極的な話し合い

を促します。 

 

■ 目的 

 今回のリスクコミュニケーションでは、食品添加物の安全性について理解を

深めるとともに、講演内容から食品添加物についての疑問や質問を出し合

い、グループで整理をすることにより、有意義かつ効果的な意見や情報の

共有を図ることを目的としています。 

また、このリスクコミュニケーションは、地域におけるリスクコミュニケーションを

推進するために食品安全委員会や岡山県が行っているリスクコミュニケーシ

ョンを推進する人材育成の講座の受講生が話し合いの場に加わることで、

効果的な意見交換ができることを期待しています。 

 

■ 本日のスケジュール 

１３：１０ リスクコミュニケーションの目的・進め方の説明 

１３：２０ 講演Ⅰ 食品添加物のリスク管理について 

１３：４０ 講演Ⅱ 食品添加物のリスク評価について 

１４：０５ グループワーク 

   グループディスカッションの説明 

   グループ内での自己紹介  

   これだけは聞いておきたい２つの質問をグループごとに決定 

１５：１５ 意見交換 

１７：００ 総括・閉会 

 


